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Synechococcus elongatus PCC 7942，Synechocystis sp.

































































































































































3-3. S. 6803，A. 7120における dnaA欠損の影響
S. 6803，A. 7120において dnaA欠損株の作出を試み
たところ，S. 7942とは異なり，dnaA完全欠損株を容
易に取得することができた。次に S. 6803において dnaA
欠損株と野生株の生育，DNA 複製活性を検証した結
果，どちらも野生株と同等であった。さらに予測されて
























































担っているのは DNAポリメラーゼ III（Pol III）であ














平成 26年 2月 10日（月）午後 5時 45分から，本専
攻が 11号館 2階バイオサイエンス専攻大講義室にて開
催した学位請求論文の公開本人口頭発表会で，学位請求
者 大林 龍胆 氏は，40分間の口頭発表を行い，そ
の後 20分間の質疑応答を受けた。発表会終了後，主査，
副査と専攻委員による審査会議を開催し，提出論文の内
容と本人発表ならびに質疑応答について慎重に審査し
た。その結果，学位請求者の経歴や学術業績が学位記申
請の要項を満たしており，質疑に対する応答が適切だと
判断された。また，公表論文に関与した共同研究者との
間で学位取得に関して問題が無いことを確認した。さら
に，学位記請求論文を中心として，一カ国以上の外国語
を含む最終試験に合格していること，当該学位請求論文
の内容が学位授与に相当することを全員一致で評決し
た。
よって，審査員一同は博士（バイオサイエンス）の学
位を授与する価値があると判断した。
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